
1958年1月26日'"27日，南海丸遭難時前後の脈動

その他の現象について発

地震 課技 術係梢

550.342 

S 1. まえがき

昭和33年 (1958)1月26日から 27日にかけて西日本を通過した発達した低気圧により 26日

18時30分ころ淡路島の南方海上で南海丸 (495トン)が沈没した. このため乗客， 乗組員 153人

が死亡するという悲惨事が起った.当係では事件当時の脈動を調査し，気象，波浪などの状況と比

較してみた.
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Fig. 1. 脈動調査をした署官の分

本調査の対象宮署司ば室戸岬，徳島，洲本，和歌山および潮岬

の5官署である.各署の使用地震計は徳島のs4B型普通地震計

(T。与2sec，Vキ50) を除き，すべてウィーヘルト式地震計で

ある.

S 2.' 読みとりおよび結果

脈動の読みとり期間は 25日から 27日までであるが，各所と

布図 。 も26日午前中まではほとんど脈動は記録されていない.

読みとり方法は各正時の前後それぞれ 10分間の脈動中，おもなもの5つの'全振幅を読みとり，

振動倍率で補正した (Tab.1 の値は全振幅を示す).また，同時にそれらの波の周期を読み，それ

らの平均を周期とした. この結果を Tab.1および Fig.2 "" 6 ~乙示す. また， Fig.2 "" 6には26

日"，27日のあいだの毎時の平均風速，風向，気圧および和歌山，串本の検潮儀記録から読みとった

波浪の振幅も示しておいた. さらに， 26日9時， 21時， 27日9時の天気図，和歌山，串本の検潮

儀記録も参考のためのせた (Fig.7，8， 9， 10， 11). 

以上の諸図をみて特に気のつく点を次に述べる.

室戸岬:脈動の振幅と風速のあいだには，はっきりした相関関係はみえないが，風向との関係は

後 SeismologicalSection， J. M. A. Microseisms Observed on Jan. 26 --27， 1958， in Kinki District 
(Received July 1， 1958). 
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124 験震時報 23巻，3号

非情に顕著である.すなわち，中心示度 1，005mbくらいの低気圧が室戸岬付近を 26日

23時ころ通過したが，これと時を同じくして風向が南西から西に変り，脈動振幅の東西

成分が急増し， 10"，12μ に達している.また，西風から北東風に変ると同時にそれは急

減している.その他の成分にはこのような顕著な変化はみられない.また，周期は各成

分とも目立つた変化はしていない.

徳 島:脈動の振幅中，東西成分は 26日18時ころからわずかに増加し，その状態が数時間続い

ている.周期は南北成分を除き振幅と同じような変化をしている.総体的l乙振幅，周期

とも目だった変化はみられない.また，風向，風速との関係も明りよーうで、ないが，気圧

の最低時と脈動の最盛時はほぼ一致している.

洲本:特に顕著な現象はみられないが，北風の卓越にともない，脈動の南北成分は卓越しはじ

めているようにみえる.

和歌山:脈動の振幅の南北成分， 東西成分とも 26日15時'"17時ころから増加しはじめ， 特lこ

東西成分の急増ぷりは室戸l叩のそれに似ている.しかし，室戸岬の場合のように風向と

はほと必ど無関係のようにみえ，むレろ風速と関係があるようにみえる.

波浪の振幅の極大は脈動のそれよりも 3時間おくれており，脈動と波浪間に特別な関

係はみられない.

潮 岬:脈動の振幅は数時間のおくれで風速と同じようゐな変化をしている.また，脈動の振幅は

5宮署中最大で 12"， 14μ に達している.波浪は風速と同位相で同じような変化をして

おり，これは南風と関係があるらしい.

以上各所の脈動，気象要素，波浪の変化などを図示し比較してみたが，これらのあいだの関係は

非常に複雑で各所に共通した現象を見つけることは困難である.

7こだ5外洋に面した室戸岬，潮岬の脈動の振幅は内海に面した他所のそれの 2":，，， 3倍となってい

る点，室戸岬の西風と脈動の東西成分との関係は特に目だった現象である.

おわりに，貴重な資料を提供して下さった関係官署の各位ならびに脈動の読みとりに当'られた母

壁正一氏，製図の大部分をして下さった羽倉信恵民に感謝します.
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Fig.4. 洲本における風速，気圧および脈動の変化図
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Fig.3.・徳島における風速，気圧および脈動の変化図
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Fig.5. 和歌山における風速，気圧，波浪の高さおよび

脈動の変化図
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Fig.6. 潮岬における風速，気圧，波浪の高さおよび

脈動の変化図
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Fig.8. 1958年 1月26日21時の天気図
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Fig.7. 1958年 1月26日9時の天気図

.Fig. 9.' 1958年 1月27日9時の天気図
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Fig.' 10 a. 和歌山のー 検潮記録

Fig. 10，h. 和歌山の検潮記録Hつづ、き)

Fig. 11 a. 串本の検潮記録

Fig. 11 b. 串本の検潮記録(つづき)
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時間

d h 
25よ15
26'+' 16 

17 
18 
19 

20 
21 
22 
23 

27 00 

01 
02 
03 
04 
05 
06 

時間

26 09 
10 
11 
12 
13 

14 
15 
16 
17 
18 

19 
20 
21 
22 
'23 

27 00 
01 
02 
03 
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05 
06 
07 
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Tab. 1.各所における脈動験測結果

室 戸 岬

N-S E-W U-D N-S 

振幅(周期

注 時間

振幅|周期

μsec μsec μsec d h 
2.μ 4 

sec 
27 07 3.0 

08 1.0 3.0 

* ーを 09 0.8 2.8 
-持 1.2 1.6 一 10 * 
* 1.0 1.7 寺号 11 守を

* 1.2 2.0 長 12 長

1.0 3.5 1.2 2:4 ーも 一 13 後

1.0 2.8 2.0 2.8 * 14 * 
1.2 2. 9 2. 1 3.0 * 15 -持

2.0 3. 1 7，5 2.3 * 16 * 
1.8 2.810.4 2.4 5.4 3. 7 . 17 * 
2;2 3. 1 8.5 2.4 4.6 4.0 18 * 
2.0 3. 1 9..9 2. 7 5.2 3.7 19 * 
2.2 3.2 8.5 2. 7 4.3 3.8 20 * 
2.2 3.418.4 

23152lu 
21 * 

'2.0 3.41 9.0 、2.513.21 3.3 

徳'島

N-S E-W U-D N-S 

振幅|周期振幅|周期振幅|周期

注 時間

μ sec μ μsec d h 
1.μ 3 

sec 
世 普 * 27 10 1.5 

* 令守 骨 11 1.0 1.2 
a /12 1.3 1.2 うや -持 -骨

ー〉舎 卦 告 13 1.0 1.0 
長 * 者 14 1.0 1.0 

1.6 O. 5 1.0 ぅe 15 1.0 1.0 
1.5 0.9 1.0 今舎 16 1.1 1.3 
1.5 1.0 1.1 * 17 * 
1.5 1.1 1.1 * 18 帯

1.7 1.4 1.5 +を 19 う号

1.7 1.4 3.6 1.0 -持 20 世

1.8 1.3 1.9 0.9 令号 21 * 
3.0 1.3 3.7 1.2 、1.11.2 22 +モ

3.0 1.3 3.8 1'.0 1.0 1.0 23 +モ

2.6 1.5 2.2 1.3 1.0 0.8 2800 骨

2.2 1.4 2.3 1.1 1.0 O. 7 01 * 
1.3 1.5 1.9 1.1 * s 02 +モ

1.9 1.6 1.1 01 .9 守令 03 骨

1.9 1.6 1.1 .0 * 04 * 
1.1 1.5 1.3 1.0 守守 05 今+

1.3 1.4 1.2 0.9 長 06 * 
1.1 1.4 1.4 O. 7 今寺

1.5 1.4 1.2 0.7 7 * 
1.3 1.5 0.9 O. * 

1.2 0.6 * 

- 30ー

E~W U-D 
注

8.μ 8 
sec 

5.μ 7 
sec 

2.7 3.3 
1.4 3.3 2.9 3.6 
1.1 3.0 2.4 3.5 
0.9 2. 7 2，0 3.2 
0.8 2.3 2.3 3.4 

0.5 1.5 1.4 3.6 

* 1.2 3.4 
守令 1.1 2.7 

* 1.4 3.2 

* 1.6 2.9 

1.4 2.3 1.3 3.1 
-持 1.3 3.O 3 
長 1:1 3. 
長 1.1 3.4 
守守 1.0 3.0 

E-W U-D 

振幅|周期

注

1.μ O 
sec 
0.6 

1.0 0.6 
1.0 O. 7 
1.0 0.6 
1.1 O. 7 

O. 9 O. 7 
、

0.9 O. 7 +令

0.9 O. 7 * 
0.9 0.7 守令

1.0 0.8 * 
1.2 O. 7 骨

1.1 0.8 守令

1.1 0.8 * 
1.1 0.9 # 

+モ * 
長 * 
者 * 
* 守令

* 
普

-持
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洲'本

N-S IE-W I u-DI I N-S I E-W I U-D 
時間一 注時間 注

振幅|周期振幅|周期振幅|周期 振幅|周期振幅|周期振幅|周期

d h 1μsec μseclμsec;d  hμsec  μsec μsec 

25 07 l' 2.21 3.61 1. 51 4.11 ~I IJU---Dは26d 26202.23.11.12.91.11.7 
hShまでなし. 21 2.52.91.83.41.11.7 

08 1 2.41 3. 51 1. 21 3. 71 -1 1 ¥.lul1 d. L 'd l/. 11 22 1 3. 91 3. 01 3. 01 4.11 1. ~I 2. 0 
09 1 1. 81 4.01 1.'21 3.81 -1 11 " 23 13. 91 2. 91 3.21 1.01 1. ~I 1. ~ 
io 11.314.111.411.51. ~I ， '1 11 27 00 16.113.113.31'3.011:811.9 

11 1 . 3 3. 9 1 . O 1 . 5 - V阻/難Eまな~でほW読2ど6取小d1困~II 01 1 5. 61 3. 21 3. 51 3. 71 1. 81 2. 0 
12 1 1.01 3.8 普ー さ 02 1 4.21 3.21 3.11 3.011. 61 2.1 
131142- 034.93.23.O 3.51.42.2 

恭 04 1 4. 51 3. 71 3;、213.911. 61 2.4 
14 1 0.91 4.0 恭一 05 1 4. 21 3.31 3.21 3.91 1. 61 2. 3 
15 1 0.81 4.0 恭一 A" 
16 1'0.914.0 恭一 06 1 4. 21 ，3. 61 4. 41 4. 2 恭

07 1 4. 31 3. 81 4. 91 4. 0 長。8 1 4. 41 4. 01 4. 21 4. 0 者

17 O 8 4 4 - tfl陪uhuたう十T_がだで2D不6あしdは調2る056地のd h 18 09 5. 2 4. 3 3. 2 3. 9 普
25 18 長 10 1 5.01 4.61 2.91 3.8 長

↓ 告恭一 震 11 1 5.41 4. 51 3. 31 4. 1 長

26 13 よ 12 i 4. 01 4. 213. 11 3. 9 者

i~) 11.111.61 0~81 1. 5 袋、 13 13. 91 4. '41 3. 01 4. 0 告

15 1 1. 01 1. 71 O. 71 1. 6 必 14 1 3.21 4.1、3.21 4.3 長

162.21.72.O 1.91.31:4 153.24.22.54.O 快

17 1 2.41 1. 81 2. 01 1. 91 1. 51 1. 61 16 1 3. 01 4. 21 1. 81 4. 21 * 
18 12.211.9/1.812.011.111.61 17 12.51 ~.~I ， 2.714.~ ・長
19 1 1. 91 2. 31 1. 11 2.61 1. 11 1. 71 .11 18 1 2. 81 3. 91 2. 01 4. 2 長

和 歌山

N-S E~W U-D 
1時間

N-S E-W U-D 

時間
振幅[周期

注

26d 08h|13.μ O 
sec 

1.μ 2 
sec μsec d h μ sec μsec 

2.6 2.0 26 21 3.71 1. 1 3.9 1.4 

09 2.4 2.9 1.4 2.0 22 3.9¥ 1. 4 5. 1 1.3 

10 1.6 O 2.1 1.5 2. 1 
11 2. 2.4 1.8 2. 7 
12 2.5 2.2 1.6 2. 1 一 23 2.0 1.0 1.5 1.0 
13 2. 7 .2.4 1.6 2.2 
14 0.9 1.8 ¥ 

¥ 
27 00 1.7 1.4 1.2 1.1 

15 2.81 2.3 2.0 2.0 01 2.2 1.3 1.7 1.0 

16 3.41 2.9 1.9 2.0 02 1.2 1.3 1:0 1.2 

17 3.31 1. 6 1.7 1.4 03 1.0 1.1 O. 7 1.0 

18 4.31 2.3 3.0 1.8 

倍仕情り!で吉己二「下司象はわ、動調がなは地震

004 5 
1.5 1.2 1.5 1.0 

19 3. 7 2.4 5.2 1.9 のため 1.0 1.1 1.0 1.1 
20 4.2 2.2 3.5 2.1 ないの 06 1.2 1.6 1.0 1.3 

れいるか.と
07 1.7 0.9 
08 1.5 1. 21 1. 2 1.1 

、ー

- 31.--

注

微振いな小動おて水が読な平知重取動周にっ控てくも

く不正確であ
る.
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潮岬

N-S E-W U-，:..D N-:-S E-W U-D 
時間

振幅|周期振幅|周期振幅|周期

注 時間

振幅|周期振幅|周期振幅|周期

注

d h μsec μ sec μsec d h 
8.μ 2 

sec 
7.μ 2 

sec μ sec 
25 10 27 04 4.2 3. 7 

↓ 05 12.1 4.0 8.0 3.9 
26 13 06 10.2 4.6 9.7 4.5 t 

14 1.7 +を 07 12.2 4.6 10.2 4.3 7 
‘15 1.1 2.1 1.3 2.2 +号 08 7~6 3.9 6.5 3. 

16 1.1 2.5 1.7 2.5 * 09 7.1 3.9 6.0 3.7 

Hト(設不U4hの能~はた.D 記め10象読h--重取17 1.4 2.4 2.0 2.8 1.6 2.4 10 4.2 3.2 5.8 4.0 +守

18 1.6 3.0 2.2 3.1 1.5 2.1 11 4.5 3.8 4.3 4.0 * 19 2. 7 3.0 4.2 3.5 1.2 2.1 112 3 
4.5 3.8 4.0 3.8 * 20 4.0 3.0 5.0 3.8 -1. 2 2.3 4. 7 3.9 3.2 3.7 者

， 

21 4.2 3.1 5.1 4.0 1.5 2.9 14 3.8 3.9 4.2 3. 7 * 22 4.7 3.6 5.9 3.8 2 1.9 2.2 15 3.8 3.9 4.1 4.0 1.4 3.7 
23 5.2 34 .8 5.2 3.6 .5 2.5 16 4.2 4.1 3.5 3.9 0.9 3.8 

27 00 8.2 .3 6.7 3.7 2.2 2.4 
』fl叩1の1~h不調D は 01h---

17 33 .8 3.8 4.0 3.6 -持

01 8.9 4.3 7.2 3.5 地9震計 18 .4 3.9 3.5 3.9 守を

02 9.1 3. 7 7.9 3.3 19 2.9 3.7 3.3 4.1 * 03 8. 7 4. 1 7.0 3. 7 20 2.9 '3.6 3.8 3. 7 守号

注一一印は脈動なし.長印は脈動はあるが読取りにくいほど小さいもの.
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